
 

地域の特色ある教育活動を応援し，開かれた教育環境を推進するための

情報を掲載していきます。 
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 地域が多様化している今日，子どもたちを取り巻く環境も大きく変化し，様々な課

題を抱えています。課題解決に向けて，学校･家庭･地域の連携の重要性を切

り口に，コミュニティの希薄化への対応の可能性を考える講演会を開催

します。多くの皆さんのご来場をお待ちしています。 

 

【日 時】 平成２７年１２月１９日（土） 

      １３：３０開演（１３：００開場） 

【会 場】 大野まちづくりセンター  多目的ホール 

【講 師】 見城 美枝子 氏 

       （青森大学副学長･元ＴＢＳアナウンサー） 

【テーマ】「地域ぐるみの子育てを考える」  

                 ～学校･家庭･地域の連携による子育て～ 
【主 催】  鹿嶋市まちづくり市民大会実行委員会・鹿嶋市・ 

                 鹿嶋市教育委員会 

【問合せ】  鹿嶋市まちづくり市民センター  

                 ℡：0299－83－1551（月曜日休館） 

 ※ 入場無料ですが，入場整理券（一人一枚）が必要になります。 

       入場整理券は，１１月１５日（日）から月曜日を除く9:00～17:00まで，まちづくり市民セ   

   ンター，大野まちづくりセンターで配布します（枚数に限りがあります）。 

 ※ 駐車場が少ないため，できるだけ乗り合わせてのご来場をお願いします。 

▲見城 美枝子 氏 

奨学生を募集しています。他の奨学金との併願も可能です。 

 

【対 象 者 】 平成２８年度に高校・専門学校・短大・大学などに在学または 

       入学予定の方 

【願書交付】 平成２７年１２月１８日（金）まで教育総務課で交付 

                     ※土・日曜日，祝日を除く9:00～17:00 

【出願期間】 平成２７年１２月１日（火）～平成２７年１２月１８日（金） 

       ※土・日曜日を除く9:00～17:00 

【問 合 せ 】 教育総務課 ℡：0299-82-2911（内線531，532） 

けん じょう み え こ 



１ 学力について 

調査概要   

 

数学は全国に 

及ばず 

国語と理科において

全国平均を上回る 

全教科において 

全国平均を上回る 

２ 学習に関する意識調査について 

３ 児童生徒の生活習慣について 

４ 児童生徒の意識調査について 

平成27年度 全国学力・学習状況調査<鹿嶋市の結果について> 

＜問合せ＞教育指導課 ℡：0299－82－2911 （内線526） 

【小学校６年生】  平成26年度          平成27年度 

国語Ａ： 全国平均を上回る     → 全国平均を上回る 

国語Ｂ： 全国平均を上回る     → 全国平均を上回る     

算数Ａ： 全国平均を上回る     → 全国平均を上回る    

算数Ｂ： 全国平均をやや下回る   → 全国平均を上回る 

理科 ： 全国平均を上回る(前回H24)→ 全国平均を大きく上回る 

【中学校３年生】  平成26年度          平成27年度 

国語Ａ： 全国平均を上回る     → 全国平均を上回る 

国語Ｂ： 全国平均と同じ      → 全国平均を上回る 

数学Ａ： 全国平均をやや下回る   → 全国平均を下回る 

数学Ｂ： 全国平均を下回る     → 全国平均を下回る 

理科 ： 全国平均を下回る(前回H24)→ 全国平均を上回る 

国語Ａ，算数･数学Ａ：主として【知識】に関する問題 

国語Ｂ，算数･数学Ｂ：主として【活用】に関する問題 

理科：「主として『知識』に関する問題」と「主として『活用』に関する問題」を一体的に出題 

 平成27年4月に市内の小学校6年生，中学校3年生全児童生徒を対象に実施した「全国学力・学習状況調査」の調査結果概要

についてお知らせします。 

 本調査は，全国及び市の児童生徒の学力や生活の様子を知り，教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てるうえで大いに参

考となるものです。 

 本市の結果は以下のとおりですが，このうち「１ 学力について」の項目を見ると，ほとんどの教科が全国平均を上回る結果

となっています。本市では，昨年度より各校で授業改善プロジェクトを実施し，児童生徒が主体的・協働的に学び合う授業を展

開していますが，その成果の一端が見られるものとなりました。市では各校と連携し，文科省も提唱するこの学習方法をさらに

推進していきます。 

○平成27年4月21日（火）実施   ○市立小学校12校，中学校5校において実施 

○国語，算数・数学，理科で実施    ○児童生徒に対して生活習慣や学習環境等に関する調査も実施 

単位：％ 

※（ ）の数字は関連する上表の質問番号である。（３児童生徒の生活習慣について及び４児童生徒の意識調査についても同様） 

 

○（３８，３９）およそ９０％の児童生徒が授業中に自己表現を十分に行っていると意識しています。各学級において，児童 

   生徒の話合い活動が実践されていることが分かります。 

○（４０）市内小中学校において，８４％以上の児童生徒が自ら課題を見つけ，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，より 

   よく問題を解決する授業が実践されていることが分かります。全国公立の数値との比較すると，鹿嶋市授業改善プロジェク 

   トの効果が児童生徒の意識調査から分かります。 

○（４１，４２）授業の目標が示されていると感じている児童生徒はおよそ９０％であり，学習内容の振り返りを十分行って 

     いると感じている児童生徒もおよそ８０％でした。学習課題の把握から学習の振り返りまで効果的な授業づくりが実践さ 

     れていることが分かります。今後，学習目標の認識と振り返りの実施は授業づくりの重要なポイントであるので，９５％ 

     以上の達成率を目指すことが必要であると考えます。 

○（４８，５０，５８，６０，６９，７１）授業内容が分かると意識している数値より，教科を「好き」と感じている数値が 

    低くなっています。「好き」という意識は，「もっと学びたい，もっと調べたい」といった知的好奇心の連鎖をもたらし 

 ます。児童生徒の更なる興味関心の喚起及び継続の実現のために授業改善及び工夫が必要です。 

単位：％ 

○（１，２，３）基本的な生活習慣の確立が，学習意欲や体力，気力の向上につながると考えられます。「早寝」の実践にやや課 

   題が見られるでしょうか。今後とも「早寝早起き朝ごはん」の励行の継続が重要です。 

○（１０，１１，１２，１３，１４，１６）テレビ等の視聴時間やテレビゲームをする時間が多いために，家庭での学習時間や読  

 書時間が少なくなっていると考えられます。平日と休日の１時間以上の家庭学習の実施率が同じことから，学校等から与えら 

れた課題のみに取り組んでいるのではないかと思われます。家庭内で学習時間と読書時間の確保のための約束事について十分 

 に話し合う必要があります。 

○（２０，２１）家庭で，自分で学習計画を立てている児童がおよそ７０％であり，生徒はおよそ６０％です。学校の宿題に取 り

組んでいる児童生徒の割合が高くなっています。このことから，与えられた課題でなければ学習に取り組めない児童生徒が多い

ことが分かります。 

 ○（２２，２３）学校の予習に取り組めていると考えている児童生徒は５０％を下回っています。また，学校の復習に取り組めて  

      いると考えている児童生徒は７０％を下回っています。宿題以外に自分で計画的に学習する習慣を身に付けることが必要です。       

      そのために，市内各小中学校では，鹿嶋市授業改善プロジェクトにおいて，児童生徒自らが学習課題と学習計画の設定を行い，      

      学習に対して見通しをもつことで自らが見出した学習課題を解決したいという意欲を喚起させ，家庭でも学習したいと思える       

      授業づくりに努めています。  

単位：％ 

○（４，６，９）全国平均を超えていました。成功体験があり，将来に対する夢や希望をもっている児童生徒が多いことがわかり 

ます。しかし，将来の夢や目標について，中学校３年生の数値が小学校６年生より低いことから，自己肯定感及び自己有用感を

高める小中連携を通したキャリア教育の充実が必要です。さらに，自分のよさを感じとれる場面が日常生活で不足していること

も，児童生徒の自尊感情の高まらない理由であると考えられます。しかし，中学３年生の場合は，謙遜の念から自分のよさを過

小評価したりしていることも考えられます。児童生徒の自尊感情をさらに高め，謙虚でありながらも自信をもって生活できるよ

うな環境づくりがさらに必要です。 

○（７，８）自分の意見や考えに自信をもって友達に伝えることのできる児童生徒は，およそ５０％となっています。この内気な

面を解消するために，鹿嶋市授業改善プロジェクトにおいて，児童生徒が自己表現をする機会を増やしています。友達の話を最

後まで聞くことのできると考えている児童生徒はおよそ９５％と高い通過率を示しています。 

○（２７）小学校６年生はおよそ６０％，中学校３年生はおよそ４０％です。地域とのつながりを深める働きかけを各校で意識し

て取り組んでいますが，引き続きその指導を継続することが必要です。学校・地域・家庭の連携から児童生徒の郷土を愛する心

をはぐくむことが必要であると考えます。 

○（３２）規範意識をもっている児童生徒が多いことがわかります。さらに今後，児童生徒が学校や社会のきまりを守らされてい

るものではなく，きまりが必要なもので守るべきものであると捉えられるように児童生徒に声をかけていくことが大切です。 

○（３３，３４）他者の気持ちがわかることの大切さやいじめがあってはいけないことを十分認識できていることがわかります。   

     しかし，この質問事項の通過率が，１００％になることを目標にして努力する必要があります。 

○（３５）自己有用感をもっている児童生徒が多いことがわかります。学校・地域・家庭が一体となって，児童生徒が自己の特性  

  を把握し，社会のために貢献しようとする意欲をさらに高めることが大切です。学校のみならず様々な場面で，人と人とのかか  

    わりを重視した体験活動を計画的により多く実践していくことが望まれます。 
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 学校と地域の連携として，学校が必要とする活動について各小学校区にある公民館が核となり，地 

域の方々をボランティアとして派遣する「学校支援ボランティア制度」がスタートしました。 

 これまでも各学校では，地域のボランティアの協力を得ながら学校運営や教育活動を行ってきまし

た。学校支援ボランティア制度は，そうした取組を更に発展させて組織的なものとし，学校の求めと 

地域の力を結びつけ，より効果的な学校支援を行おうとするものです。          

 また，地域ボランティアにとっても，学校支援活動を通じて，生涯学習や自己実現，生きがいづく 

りになるなど相乗効果が図られ，ひいては，生涯学習社会の構築につながります。 

 学校支援ボランティア制度は，学校・家庭・地域が一体となって，地域

ぐるみで子どもを育てていこうというものです。地域の方が学校や子ども

たちの教育に関心をもち，積極的に参加していただくことがとても重要に

なります。一人でも多くの方にぜひ参加していただき，地域全体で子ども

たちの教育に携わっていけるよう促進を図っていきます。 

学校支援ボランティアへの申込み方法  

 最寄りの公民館または鹿嶋市のホームページの教育委員会社会教育課のページにある「鹿嶋市学校 

支援ボランティア登録申請書」をダウンロードし，必要事項を記入のうえ，公民館または教育委員会 

社会教育課へ提出してください。  

学校給食費の口座振替納付について 
 鹿嶋市内の小中学校の学校給食費は，保護者の皆様の口座から直接,  市口座への口座振替による納 

付を実施しています。 

 ＜学校諸経費とは別に納付いただいています＞ 

 【 学校給食費引落日 】            

      11月分…11月30日(月)   12月分… 12月25日(金)  1月分…1月29日(金)     

      2月分…2月29日(月)   3月分…3月31日(木)   

 ＜引落日前日までに残高の確認や入金をお願いします＞  

   ご理解・ご協力のほど，よろしくお願いします。 

 ＜問合せ先＞ 

 鹿嶋っ子育成課 

 ℡：0299-82-2911（内線5０８） 

鹿嶋市ではじめてベートーベンの第九が演奏されます  

市民第九交響曲コンサートが鹿嶋勤労文化会館で行なわれます。公募により集った１００名を超える

市民合唱団の６か月間の成果発表になります。ソリストは全国的に募集し，オーディションにより選考

された将来有望な若手音楽家たちが務めます。 

鹿嶋市市制施行２０周年記念事業でもあり，「芸術文化の香るまち鹿嶋」の新たな歴史の幕開けでも

あります。  ベートーベンの音楽のすばらしさ， クラシック音楽の持つエネルギーを会場で感じていた 

だき，いつもと違った年末をお楽しみください。 

 日 時 ：平成２７年１２月１３日（日）１４：００開演 

    入場料：２，０００円（高校生以下１，０００円）全席指定 

      ★ 鹿嶋勤労文化会館，ＦＭかしまにてチケット販売中 

 場 所 ：鹿嶋勤労文化会館ホール 

 曲 目 ：ベートーベン作曲 交響曲第九番ニ短調作品１２５（全楽章） 

    合  唱 ：ＫＡＳＨＩＭＡ第九合唱団  管弦楽：ＫＡＳＨＩＭＡ祝祭管弦楽団  
       ＜問合せ先＞ 社会教育課 ℡：0299－82－2911(内線218） 

   

♪Freude, schöner  

 Götterfunken,Tochter  

 aus Elysium～♪ 


